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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
清
々
し

く
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
は
、
未
だ
に
終
息
が
み
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
３
密

の
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
「
新
し
い
生
活

様
式
」
が
提
唱
さ
れ
る
な
ど
社
会
全
体
の
あ
り
よ

う
が
大
き
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
変
化
の

な
か
に
お
い
て
も
、
地
域
に
密
着
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
「
居
場
所
」
と
「
生

き
が
い
」
の
場
と
し
て
の
役
割
を
変
わ
ら
ず
に
提

供
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
に
は
、
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
し
て
、

第
3
土
曜
日
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
例
年
一
斉
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
南
海
樽
井
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂

川
駅
間（
市
役
所
前
通
り
）の
道
路
周
辺
の
清

掃
。
南
海
樽
井
駅
、
岡
田
浦
駅
、
Ｊ
Ｒ
和
泉

砂
川
駅
、
新
家
駅
に
於
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
の
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
シ
ュ

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
防
止

対
策
の
た
め
、
分
散
し
た
少
人
数
で
の
活
動

と
し
、
各
地
域
の
8
公
園
等
の
清
掃
と
地
域

内
で
の
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
シ
ュ
の
配
布
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
活
動
日
は
10
月
12
日（
月
）・
15
日（
木
）・

19
日（
月
）の
3
日
間
（
樽
井
班
は
雨
天
に
て

中
止
）、
7
公
園
を
9
班
が
担
当
し
ま
し
た
。

午
前
9
時
か
ら
12
時
頃
ま
で
、
中
野
事
務
局

長
は
じ
め
職
員
延
8
名
会
員
60
名
総
勢
68
名

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
と
ご
多
幸
並
び
に
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
す
と
と
も
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
（
公
社
）
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

　山

　内

　
　
　洋

雄
信
班

　髙

　岡

　正

　明

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

鳴滝第三公園（鳴滝班・西信達班）鳴滝第三公園（鳴滝班・西信達班）

令和
２年度

会
員
の
ひ
ろ
ば
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私
の
趣
味
の
ひ
と
つ
に
、
家
庭
菜
園
が
あ
り
ま
す
。
45
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
、
知
人
か
ら
、
野
菜
作
り
の
話
が
あ
り
、
ま
っ
た

く
野
菜
作
り
に
経
験
の
な
い
私
は
、
い
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
最
初
は
、
土
を
耕
す
こ
と
か
ら
始
め
、
大
変
で
し
た

が
、
2
年
、
3
年
と
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
鍬
の
使
い
方
も

段
々
と
要
領
を
え
て
、
楽
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
野
菜
作
り
を

始
め
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス

ビ
、
ス
イ
カ
等
、
収
穫
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
種
を
ま

き
、
芽
が
出
て
来
た
時
の
喜
び
は
、
大
き
い
で
す
。
現
在
も
当

時
よ
り
広
く
、
百
坪
ぐ
ら
い
の
土
地
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

種
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
野
菜
作
り
は
天
気
に
左
右
さ
れ
、

ま
た
、
病
気
と
か
害
虫
に
や
ら
れ
て
上
手
に
作
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
。
私
は
、
四
国
、
高
知
県
の

山
間
部
、
農
家
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
、
思
う
こ
と
で
す

が
、
両
親
に
野
菜
作
り
を
、
少
し
で
も
習
っ
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
長
年
勤
め
た
会
社
を
60
歳
で
定
年
退

職
し
、
１
年
間
は
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
休
め
、
そ
の
後
、シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
オ
ー
ク
ワ
泉
南
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
ー
へ
4
年
、
関
西

国
際
空
港
駐
車
場
に
8
年
と
12
年
間
、
勤
務
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、人
生
経
験
が
豊
富
な
人
ば
か
り
の
集
ま
り
で
す
の
で
、い
ろ

ん
な
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
私

に
と
っ
て
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
関
西
空
港
へ

の
8
年
間
は
、
飲
食
を
共
に
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や
近
く
へ
の

日
帰
り
旅
行
等
、良
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
活
動
も
自
粛
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
気

を
つ
け
て
、一
日
も
早
く
復
帰
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　
作
業
は
安
全
確
保
の
た

め
、草
刈
り
機
、バ
リ
カ
ン
な

ど
機
械
を
使
用
せ
ず
、鎌
、小

道
具
な
ど
を
使
用
と
な
り
ま

し
た
。
公
園
出
入
り
口
付
近

の
通
路
で
は
、
雑
草
除
去
や

植
え
込
み
の
垂
れ
下
が
り
枝

の
除
去
を
し
、通
路
を
確
保
。

藤
棚
な
ど
の
休
憩
施
設
周
辺

で
は
、
雑
草
の
除
去
や
ご
み

収
集
な
ど
を
行
い
、
約
3
時

間
ほ
ど
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
会
員
の
懸
命
な
取

り
組
み
で
綺
麗
な
気
持
ち
よ

い
公
園
に
甦
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ

気
持
ち
良
い
秋
日
和
で
し
た

が
、陽
射
し
は
ま
だ
強
く
、吹

く
秋
風
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、

事
故
も
な
く
予
定
通
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
、
テ
ィ
シ
ュ
は
参
加
会

員
や
就
労
会
員
の
月
例
報
告

書
交
換
時
に
預
か
り
、
地
域

内
の
配
布
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

　
後
日
、
砂
川
奇
勝
公
園
周

辺
の
住
民
の
方
か
ら
、
今
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

し
て
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
 

西
信
達
班

　尾

　崎

　和

　男

家
庭
菜
園

新家上村公園・新家荘園公園（新家班）
新家２号・３号公園（新家東班）

男里第二公園（雄信班）砂川奇勝公園（砂川班・東班）

新家上村公園・新家荘園公園（新家班）
新家２号・３号公園（新家東班）

男里第二公園（雄信班）砂川奇勝公園（砂川班・東班）
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①
現
公
園
の
清
掃
。
医
者
知
ら

ず
、
元
気
者
、
身
体
に
気
を
つ

け
て
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
。

②
ラ
ジ
オ
、
本
、
買
物
（
短
時

間
）
で
引
き
こ
も
り
。
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
外
出
せ

ず
）

③
一
人
旅（
日
帰
り
）。最
近
無
し
。

一丘班
岡山　　功

①
先
ず
は
身
体
に
気
を
つ
け
て
、

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
。

②
小
さ
い
庭
に
柿
の
木
が
2
本
、

小
粒
み
か
ん
が
１
本
、
デ
コ
ポ

ン
が
１
本
、
き
ん
か
ん
が
１

本
、
そ
の
他
庭
木（
花
木
も
）数

本
あ
り
ま
す
の
で
心
を
こ
め
て

育
て
て
行
く
。

③
カ
ラ
オ
ケ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
２

日
に
１
回
１
５
、
０
０
０
歩
）

樽井班
相田　秀次

①
後
、
人
生
何
年
生
か
さ
せ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
御

世
話
に
な
っ
た
、
社
会
・
地
域

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は

健
康
に
努
力
し
て
、
少
し
で
も

長
生
き
し
て
人
生
を
全
う
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
で
今

年
は
読
書
、
数
独
等
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、読
書
（
特
に
時
代
物
）

①
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
て
ど
こ
で
も
行
け
る
様

願
っ
て
ま
す
。

②
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
孫
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

③
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

新家東班
西本　法男

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
、
免
疫
力
を
高

め
る
為
に
、
体
力
を
つ
け
た

い
。

②
日
曜
大
工

③
野
菜
作
り

鳴滝班
中筋　純一

①
今
年
は
区
切
り
の
年
な
の
で
一

日
一
日
を
大
切
に
、
終
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

す
る
時
期
、
自
宅
で
じ
っ
と
す

ご
し
て
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

雄信班
大浦　三洋

①
運
動
を
習
慣
に
す
る

　
運
動
習
慣
が
つ
く
と
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
良
い
で
す
し
、
筋
力
が

つ
い
て
体
力
が
つ
き
ま
す
。

②
妻
と
買
物
に
行
く
。
家
族
と
ド

ラ
イ
ブ
に
行
く
な
ど
し
て
、
休

日
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
魚
つ
り
、

　
ゴ
ル
フ
は
90
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

新家班
塩崎　広利

今年は丑年です
私の年です
よろしくお願いします

信達班
柿花　英世

①あなたの今年の抱負について一言おねがいします
②あなたは余暇をどのように過ごしていますか。
③あなたの趣味は何ですか。

質問の内容
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除
去
や

植
え
込
み
の
垂
れ
下
が
り
枝

の
除
去
を
し
、通
路
を
確
保
。

藤
棚
な
ど
の
休
憩
施
設
周
辺

で
は
、
雑
草
の
除
去
や
ご
み

収
集
な
ど
を
行
い
、
約
3
時

間
ほ
ど
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
会
員
の
懸
命
な
取

り
組
み
で
綺
麗
な
気
持
ち
よ

い
公
園
に
甦
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ

気
持
ち
良
い
秋
日
和
で
し
た

が
、陽
射
し
は
ま
だ
強
く
、吹

く
秋
風
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、

事
故
も
な
く
予
定
通
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ

ラ
シ
、
テ
ィ
シ
ュ
は
参
加
会

員
や
就
労
会
員
の
月
例
報
告

書
交
換
時
に
預
か
り
、
地
域

内
の
配
布
を
お
願
い
し
ま
し

た
。 

　
後
日
、
砂
川
奇
勝
公
園
周

辺
の
住
民
の
方
か
ら
、
今
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

し
て
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
 

西
信
達
班

　尾

　崎

　和

　男

家
庭
菜
園

新家上村公園・新家荘園公園（新家班）
新家２号・３号公園（新家東班）

男里第二公園（雄信班）砂川奇勝公園（砂川班・東班）

新家上村公園・新家荘園公園（新家班）
新家２号・３号公園（新家東班）

男里第二公園（雄信班）砂川奇勝公園（砂川班・東班）
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①
現
公
園
の
清
掃
。
医
者
知
ら

ず
、
元
気
者
、
身
体
に
気
を
つ

け
て
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
。

②
ラ
ジ
オ
、
本
、
買
物
（
短
時

間
）
で
引
き
こ
も
り
。
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
外
出
せ

ず
）

③
一
人
旅（
日
帰
り
）。最
近
無
し
。

一丘班
岡山　　功

①
先
ず
は
身
体
に
気
を
つ
け
て
、

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
。

②
小
さ
い
庭
に
柿
の
木
が
2
本
、

小
粒
み
か
ん
が
１
本
、
デ
コ
ポ

ン
が
１
本
、
き
ん
か
ん
が
１

本
、
そ
の
他
庭
木（
花
木
も
）数

本
あ
り
ま
す
の
で
心
を
こ
め
て

育
て
て
行
く
。

③
カ
ラ
オ
ケ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
２

日
に
１
回
１
５
、
０
０
０
歩
）

樽井班
相田　秀次

①
後
、
人
生
何
年
生
か
さ
せ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
御

世
話
に
な
っ
た
、
社
会
・
地
域

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は

健
康
に
努
力
し
て
、
少
し
で
も

長
生
き
し
て
人
生
を
全
う
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
で
今

年
は
読
書
、
数
独
等
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、読
書
（
特
に
時
代
物
）

①
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
て
ど
こ
で
も
行
け
る
様

願
っ
て
ま
す
。

②
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
孫
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

③
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

新家東班
西本　法男

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
、
免
疫
力
を
高

め
る
為
に
、
体
力
を
つ
け
た

い
。

②
日
曜
大
工

③
野
菜
作
り

鳴滝班
中筋　純一

①
今
年
は
区
切
り
の
年
な
の
で
一

日
一
日
を
大
切
に
、
終
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

す
る
時
期
、
自
宅
で
じ
っ
と
す

ご
し
て
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

雄信班
大浦　三洋

①
運
動
を
習
慣
に
す
る

　
運
動
習
慣
が
つ
く
と
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
良
い
で
す
し
、
筋
力
が

つ
い
て
体
力
が
つ
き
ま
す
。

②
妻
と
買
物
に
行
く
。
家
族
と
ド

ラ
イ
ブ
に
行
く
な
ど
し
て
、
休

日
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

③
ゴ
ル
フ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
魚
つ
り
、

　
ゴ
ル
フ
は
90
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

新家班
塩崎　広利

今年は丑年です
私の年です
よろしくお願いします

信達班
柿花　英世

①あなたの今年の抱負について一言おねがいします
②あなたは余暇をどのように過ごしていますか。
③あなたの趣味は何ですか。

質問の内容
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①
貯
金
を
増
や
す
事

②
旅
行
、
テ
レ
ビ
・
映
画
鑑
賞

③
旅
行

樽井班
宇埜　啓子

①
昨
年
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
外

科
的
手
術
で
入
院
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
一
層
健
康
に
留
意

し
、
又
、
日
常
の
生
活
に
感
謝

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
た
ら
仕
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

②
ブ
ラ
ブ
ラ
散
歩
し
た
り
、
図
書

館
等
に
行
っ
た
り
。

③
カ
ラ
オ
ケ
と
雑
読
書
で
す
。 新家東班

澁谷　譲

①
毎
年
の
こ
と
で
す
が
健
康
で
楽

し
く
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

②
犬
の
散
歩（
朝
夕
）と
、
夕
食
の

用
意
と
か
家
の
中
で
の
仕
事

色
々
し
て
ま
す
。

③
今
は
な
い
で
す
。

樽井班
藤岡　あゆみ

①
健
康
に
留
意
し
、
今
い
た
だ
い

て
い
る
お
仕
事
を
頑
張
り
ま

す
。

②
③
家
庭
菜
園
。
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
て
、
不
揃
い
で
も
虫
が

食
っ
て
い
て
も
、
自
分
で
育
て

た
野
菜
の
味
は
格
別
で
す
。

①
人
生
百
年
時
代
。
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
、
出
来
る
事
を
積
極

的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
家

に
閉
じ
篭
り
が
ち
で
す
が
、
仕

事
を
含
め
て
常
に
前
向
き
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
趣
味
の
時
間
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　
友
達
と
か
姉
妹
と
の
電
話
等

③
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

信達班
西口　明子

昼
　馬
　利
　次

文
　野
　雅
　司

静
　
　
　島
　衛

山
　中
　正
　男

上
　原
　
　
　倬

山
　路
　健
　二

小
　西
　
　
　勲

向
　井
　正
　人

久
　保
　
　
　茂

大
　西
　幸
　次

吉
　倉
　貞
　次

高
　松
　順
　子

大
　山
　建
　夫

四
ノ
宮
　義
　治

酒
　井
　良
　和

永
　吉
　正
　信

芝
　野
　加
代
子

中
　谷
　久
　子

松
　下
　美
知
子

溝
　脇
　徳
　一

岩
　永
　一
　敏

樽
井
班

信
達
班

砂
川
班

砂
川
班

鳴
滝
班

鳴
滝
班

砂
川
班

砂
川
班

西
信
達
班

新
家
班

新
家
班

信
達
班

砂
川
班

一
丘
班

鳴
滝
班

一
丘
班

信
達
班

一
丘
班

信
達
班

信
達
班

雄
信
班

西信達班
中尾　美津子

①
元
気
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

②
散
歩
と
買
い
物
で
足
が
弱
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
ボ
ケ

防
止

西信達班
唐﨑　志津子

次
の
会
員
さ
ん
も

　
　
　丑
年
で
す

　
　
　
　
　
　（順
不
同
）
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泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
同
好
会

「
青
空
会
」
は
創
設
以
来
21
年
目
を
む
か
え
ま
し

た
。

　
記
念
す
べ
き
第
80
回
記
念
大
会
を
、
昨
年
9
月
23

日
に
、地
元
の
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
、

快
晴
の
中
、
皆
さ
ん
大
変
元
気
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
終
了
後
の
表
彰
式
で
、
出
席
者
の
方
か

ら
90
回
大
会
も
100
回
大
会
も
元
気
で
参
加
し
た
い
な

あ
ー
と
言
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
均
年
齢
70
歳

を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
現
状
で
は
、
残
念

な
が
ら
、
100
回
大
会
の
参
加
は
少
し
無
理
が
有
る
よ

う
で
す
（
笑
）
。

　
し
か
し
こ
の
我
々
の「
青
空
会
」が
100
回
も
、
200
回

も
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
共
に

存
続
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
若
い
頃
の
様
に
ボ
ー
ル
が
飛

ば
な
く
な
り
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
と

悔
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
の
プ
レ
ー
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
反
面
ア
プ
ロ
ー
チ
・
パ
タ
ー
の
小
技
が
冴

え
、
ス
コ
ア
も
良
く
な
り
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
80
回
大
会
迄
に
、
2
名
の
方
が
関
空

ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、
目
出
度
く
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
上
手
・
下
手
は
関

係
な
く
、
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。
是
非
「
青
空

会
」
に
入
会
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
で
、
交
友
関
係
も
広
が
り
、
健
康
と
体

力
を
維
持
し
、
ま
た
脳
に
刺
激
を
与
え
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
り
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　
入
会
希
望
の
方
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
古
里
を
思
い
出
す
こ
と
、
あ
り
ま
す

か
。
私
は
泉
南
市
に
住
ん
で
、
40
年
を
過
ぎ
ま
し

た
。
家
の
窓
か
ら
山
々
を
見
て
い
る
と
、
古
里
の

山
々
の
こ
と
を
思
い
う
か
べ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
小

さ
い
頃
、
あ
の
山
の
向
う
は
ど
う
な
っ
て
る
の
か

な
、
ど
こ
ま
で
見
え
る
の
か
な
と
、
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
、
泉
南
に
住
ん
で
、
窓
か
ら
山
々
を
な
が
め
て

い
た
事
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
始
ま
り
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ハ
イ
キ
ン

グ
同
好
会
に
入
り
、
大
阪
近
辺
を
探
索
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
窓
か
ら
見
え
る
お
菊
山
は
、

思
い
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
新
家
駅
か
ら
30
分
も

行
く
と
、
玉
ね
ぎ
の
碑
、
三
本
松
等
い
ろ
い
ろ
歴
史

に
残
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
種
河
神
社
を
右
に
見

て
、
谷
あ
い
の
林
道
を
通
り
、
沢
道
に
入
り
、
沢
登

と
思
わ
れ
る
急

坂
の
小
道
を
尾

根
ま
で
登
り
ま

す
。
右
手
が
大

き
く
開
け
、
馬

背
に
出
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、

泉
南
・
阪
南
の

町
や
山
々
が
遠

く
に
見
ら
れ
ま

す
。少
し
休
み
、

ま
た
村
の
中
の

道
を
登
り
下
り

を
く
り
か
え
す

と
、
お
菊
松
の

案
内
板
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を

ゴ
ル
フ
同
好
会
「
青
空
会
」

砂
川
班

　北

　垣

　巌

　文

お
菊
山
（
納
経
山
）

一
丘
班

　湊

　
　
　史

　一

の
う
き
ょ
う

左
に
10
分
も
行
け
ば
、
お
菊
松
に
着
け
ま
す
。
お
菊

山（
納
経
山
標
高
333
m
）と
は
、
豊
臣
秀
次
の
娘
が
、

大
阪
夏
の
陣
で
大
阪
城
に
入
る
た
め
、
こ
こ
で
黒
髪

を
断
ち
、
髪
と
鏡
を
松
の
木
の
根
も
と
に
埋
め
た
と

言
う
伝
説
が
、
残
っ
て
い
る
の
が
こ
の
山
で
す
。
こ

こ
で
自
然
を
満
喫
し
、
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
ょ
う
。
遠

く
に
は
関
西
空
港
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。
6
月
頃

に
は
、
サ
サ
ユ
リ
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
山
を

愛
す
る
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
帰
り
は
歩
き
や
す
い

高
倉
林
道
を
新
家
ま
で
、
往
復
約
4
時
間
か
け
て
山

で
の
一
日
を
楽
し
み
ま
す
。
途
中
、「
市
民
の
里
」で

も
ゆ
っ
く
り
し
て
下
さ
い
。
ま
た
上
村
地
区
に
は
道

の
真
ん
中
に
石
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
私
達
ハ
イ
キ
ン

グ
の
仲
間
は
、
体
力
も
弱
っ
て
来
て
い
ま
す
。
出
か

け
る
時
は
い
ろ
い
ろ
準
備
し
て
、
怪
我
、
病
気
を
し

な
い
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
、お
菊
山
は
、ハ
イ
キ
ン
グ
に

最
高
の
場
所
で
す
ね
。

毎
月
第
2
日
曜
日

　
13
時
〜
17
時
迄
開
催

　
歌
サ
ロ
ン「
明
日
香
」に
て

　
沢
山
の
入
会
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す

　　
　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
予
防
の
為
、令
和
2
年
11
月
現
在

　
お
休
み
し
て
い
ま
す
。

　
　
再
開
の
際
は
電
話
連
絡
さ
せ
て
頂
き

　
ま
す
　

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
『
ひ
ば
り
会
』

　入
会
希
望
の
方
は

　
　
　事
務
局
迄
ご
連
絡
く
だ
さ
い



令和 3 年 1 月 第59号シルバーせんなん

－ 5 －

①
貯
金
を
増
や
す
事

②
旅
行
、
テ
レ
ビ
・
映
画
鑑
賞

③
旅
行

樽井班
宇埜　啓子

①
昨
年
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
外

科
的
手
術
で
入
院
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
一
層
健
康
に
留
意

し
、
又
、
日
常
の
生
活
に
感
謝

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
た
ら
仕
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。

皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

②
ブ
ラ
ブ
ラ
散
歩
し
た
り
、
図
書

館
等
に
行
っ
た
り
。

③
カ
ラ
オ
ケ
と
雑
読
書
で
す
。 新家東班

澁谷　譲

①
毎
年
の
こ
と
で
す
が
健
康
で
楽

し
く
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

②
犬
の
散
歩（
朝
夕
）と
、
夕
食
の

用
意
と
か
家
の
中
で
の
仕
事

色
々
し
て
ま
す
。

③
今
は
な
い
で
す
。

樽井班
藤岡　あゆみ

①
健
康
に
留
意
し
、
今
い
た
だ
い

て
い
る
お
仕
事
を
頑
張
り
ま

す
。

②
③
家
庭
菜
園
。
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
て
、
不
揃
い
で
も
虫
が

食
っ
て
い
て
も
、
自
分
で
育
て

た
野
菜
の
味
は
格
別
で
す
。

①
人
生
百
年
時
代
。
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
、
出
来
る
事
を
積
極

的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
家

に
閉
じ
篭
り
が
ち
で
す
が
、
仕

事
を
含
め
て
常
に
前
向
き
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
趣
味
の
時
間
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　
友
達
と
か
姉
妹
と
の
電
話
等

③
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

信達班
西口　明子

昼
　馬
　利
　次

文
　野
　雅
　司

静
　
　
　島
　衛

山
　中
　正
　男

上
　原
　
　
　倬

山
　路
　健
　二

小
　西
　
　
　勲

向
　井
　正
　人

久
　保
　
　
　茂

大
　西
　幸
　次

吉
　倉
　貞
　次

高
　松
　順
　子

大
　山
　建
　夫

四
ノ
宮
　義
　治

酒
　井
　良
　和

永
　吉
　正
　信

芝
　野
　加
代
子

中
　谷
　久
　子

松
　下
　美
知
子

溝
　脇
　徳
　一

岩
　永
　一
　敏

樽
井
班

信
達
班

砂
川
班

砂
川
班

鳴
滝
班

鳴
滝
班

砂
川
班

砂
川
班

西
信
達
班

新
家
班

新
家
班

信
達
班

砂
川
班

一
丘
班

鳴
滝
班

一
丘
班

信
達
班

一
丘
班

信
達
班

信
達
班

雄
信
班

西信達班
中尾　美津子

①
元
気
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

②
散
歩
と
買
い
物
で
足
が
弱
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
ボ
ケ

防
止

西信達班
唐﨑　志津子

次
の
会
員
さ
ん
も

　
　
　丑
年
で
す

　
　
　
　
　
　（順
不
同
）
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泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ゴ
ル
フ
同
好
会

「
青
空
会
」
は
創
設
以
来
21
年
目
を
む
か
え
ま
し

た
。

　
記
念
す
べ
き
第
80
回
記
念
大
会
を
、
昨
年
9
月
23

日
に
、地
元
の
泉
南
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
、

快
晴
の
中
、
皆
さ
ん
大
変
元
気
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
終
了
後
の
表
彰
式
で
、
出
席
者
の
方
か

ら
90
回
大
会
も
100
回
大
会
も
元
気
で
参
加
し
た
い
な

あ
ー
と
言
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
均
年
齢
70
歳

を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
現
状
で
は
、
残
念

な
が
ら
、
100
回
大
会
の
参
加
は
少
し
無
理
が
有
る
よ

う
で
す
（
笑
）
。

　
し
か
し
こ
の
我
々
の「
青
空
会
」が
100
回
も
、
200
回

も
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
共
に

存
続
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
若
い
頃
の
様
に
ボ
ー
ル
が
飛

ば
な
く
な
り
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
と

悔
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
の
プ
レ
ー
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
反
面
ア
プ
ロ
ー
チ
・
パ
タ
ー
の
小
技
が
冴

え
、
ス
コ
ア
も
良
く
な
り
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
80
回
大
会
迄
に
、
2
名
の
方
が
関
空

ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、
目
出
度
く
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
上
手
・
下
手
は
関

係
な
く
、
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。
是
非
「
青
空

会
」
に
入
会
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
で
、
交
友
関
係
も
広
が
り
、
健
康
と
体

力
を
維
持
し
、
ま
た
脳
に
刺
激
を
与
え
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
り
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　
入
会
希
望
の
方
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
古
里
を
思
い
出
す
こ
と
、
あ
り
ま
す

か
。
私
は
泉
南
市
に
住
ん
で
、
40
年
を
過
ぎ
ま
し

た
。
家
の
窓
か
ら
山
々
を
見
て
い
る
と
、
古
里
の

山
々
の
こ
と
を
思
い
う
か
べ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
小

さ
い
頃
、
あ
の
山
の
向
う
は
ど
う
な
っ
て
る
の
か

な
、
ど
こ
ま
で
見
え
る
の
か
な
と
、
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
今
、
泉
南
に
住
ん
で
、
窓
か
ら
山
々
を
な
が
め
て

い
た
事
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
始
ま
り
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ハ
イ
キ
ン

グ
同
好
会
に
入
り
、
大
阪
近
辺
を
探
索
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
窓
か
ら
見
え
る
お
菊
山
は
、

思
い
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
新
家
駅
か
ら
30
分
も

行
く
と
、
玉
ね
ぎ
の
碑
、
三
本
松
等
い
ろ
い
ろ
歴
史

に
残
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
種
河
神
社
を
右
に
見

て
、
谷
あ
い
の
林
道
を
通
り
、
沢
道
に
入
り
、
沢
登

と
思
わ
れ
る
急

坂
の
小
道
を
尾

根
ま
で
登
り
ま

す
。
右
手
が
大

き
く
開
け
、
馬

背
に
出
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、

泉
南
・
阪
南
の

町
や
山
々
が
遠

く
に
見
ら
れ
ま

す
。少
し
休
み
、

ま
た
村
の
中
の

道
を
登
り
下
り

を
く
り
か
え
す

と
、
お
菊
松
の

案
内
板
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を

ゴ
ル
フ
同
好
会
「
青
空
会
」

砂
川
班

　北

　垣

　巌

　文

お
菊
山
（
納
経
山
）

一
丘
班

　湊

　
　
　史

　一

の
う
き
ょ
う

左
に
10
分
も
行
け
ば
、
お
菊
松
に
着
け
ま
す
。
お
菊

山（
納
経
山
標
高
333
m
）と
は
、
豊
臣
秀
次
の
娘
が
、

大
阪
夏
の
陣
で
大
阪
城
に
入
る
た
め
、
こ
こ
で
黒
髪

を
断
ち
、
髪
と
鏡
を
松
の
木
の
根
も
と
に
埋
め
た
と

言
う
伝
説
が
、
残
っ
て
い
る
の
が
こ
の
山
で
す
。
こ

こ
で
自
然
を
満
喫
し
、
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
ょ
う
。
遠

く
に
は
関
西
空
港
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。
6
月
頃

に
は
、
サ
サ
ユ
リ
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
山
を

愛
す
る
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
帰
り
は
歩
き
や
す
い

高
倉
林
道
を
新
家
ま
で
、
往
復
約
4
時
間
か
け
て
山

で
の
一
日
を
楽
し
み
ま
す
。
途
中
、「
市
民
の
里
」で

も
ゆ
っ
く
り
し
て
下
さ
い
。
ま
た
上
村
地
区
に
は
道

の
真
ん
中
に
石
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
私
達
ハ
イ
キ
ン

グ
の
仲
間
は
、
体
力
も
弱
っ
て
来
て
い
ま
す
。
出
か

け
る
時
は
い
ろ
い
ろ
準
備
し
て
、
怪
我
、
病
気
を
し

な
い
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
、お
菊
山
は
、ハ
イ
キ
ン
グ
に

最
高
の
場
所
で
す
ね
。

毎
月
第
2
日
曜
日

　
13
時
〜
17
時
迄
開
催

　
歌
サ
ロ
ン「
明
日
香
」に
て

　
沢
山
の
入
会
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す

　　
　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
予
防
の
為
、令
和
2
年
11
月
現
在

　
お
休
み
し
て
い
ま
す
。

　
　
再
開
の
際
は
電
話
連
絡
さ
せ
て
頂
き

　
ま
す
　

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
『
ひ
ば
り
会
』

　入
会
希
望
の
方
は

　
　
　事
務
局
迄
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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配分金等の確定申告について
会員の皆さんに支払われるシルバー人材センターの報酬（配分金等）は
所得税法上では雑所得として取り扱われ、次に該当するような場合には
確定申告の必要がありますので、確定申告が必要な会員の方々は申告く
ださいますようお願いします。

〈配分金等の収入だけの場合〉
　   年間配分金等の合計が103万円を超える場合
〈配分金等の収入の他に年金収入がある場合〉
　   （年間配分金額－必要な経費等の控除額55万円）＋（公的年金額－公的年金等の控除額A）＞
　   （基礎控除額48万円※①＋扶養控除額B）（※①所得者の合計所得金額が2,400万円以下の場合）
      ※注意　就業の際に必要な交通費等は、必要経費等の控除に含まれるものとして取り扱われます。

（A）公的年金収入（国民年金・厚生年金・共済年金等）　受給者の控除額※②
表１  65歳未満の人（昭和31年1月2日以後生まれ）

公的年金等の収入金額
130万円以下
130万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

60万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額
表２　65歳以上の人（昭和31年1月1日以前生まれ）

公的年金等の収入金額
330万円以下
330万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

110万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額

（注） 平成23年分から、その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であるものが、その年分の公的年金等に係る
　　　 雑所得I以外の所得金額が20万円以下であるものは、確定申告の提出を要しません。ただし、住民税の申告は必要です。

（B）控除対象配偶者及び扶養親族の数に応じた控除額
　　扶養控除額＝被扶養者１人あたりの控除額（表3）を扶養人数に乗じた金額

表３　所得控除の態様別適用一覧　
区         分 控除額 内　　　 容

控
除
対
象

配
偶
者

扶
　養
　親
　族

本  

人

通
常

障
害
者

一般
70歳未満

通常
障害者　※④ 
通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

38万円
65
48
75
38
65
63
90
48
58
75

85

48
75

配偶者控除（38）※③

配偶者控除（38）※③ ＋障害者控除（27）
老人配偶者控除（48）※③

老人配偶者控除（48）※③＋障害者控除（27）
扶養控除（38）
扶養控除（38）＋障害者控除（27）
特定扶養控除（63）
特定扶養控除（63）＋障害者控除（27）
老人扶養控除（48）
老人扶養控除（48）＋老親同居（10）
老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）

基礎控除（48）
基礎控除（48）＋障害者控除（27）

一般　16～18歳
23～69歳

特定
19～22歳

老人
70歳以上

老人
70歳以上

一般
通常
障害者　※④

一般
同居
一般

同居
※④

老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）
  ＋老親同居（10）

※③所得者の合計所得金額が900万円以下の場合
※④特別障害者の場合には障害者控除が特別障害者控除額40万円、同居の場合は75万円になります。
 〈配分金等の収入と年金収入以外に収入がある場合など、詳細については所轄税務署にご相談ください。〉

※②公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が1,000万円以下の場合
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
に
2
回
の

予
定
で
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な

内
容
の
原
稿
を
〔
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
）
一

〜
二
枚
程
度
で
〕
お
寄
せ
く
だ
い
。

①
会
員
と
し
て
、
働
く
喜
び
、
生
き
が
い
等
の
自

　
己
体
験
等

②
随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等

③
趣
味
の
写
真
等

原
稿
の
締
め
切
り
日
　
2
0
2
1
年
5
月
末
日

又
、「
シ
ル
バ
ー
せ
ん
な
ん
」に
望
む
声
を
事
務
所

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
を
毎
月
20
日
以
降
、
事
務
所
に

各
自
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。一
カ
月
程
度
保
管

後
、処
分
し
ま
す
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
原
稿
募
集

配
分
金
支
払
日

お
知
ら
せ

12
　月
　分

1
　月
　分

2
　月
　分

3
　月
　分

4
　月
　分

5
　月
　分

2
月
1
日（
月
）

3
月
1
日（
月
）

4
月
1
日（
木
）

5
月
6
日（
木
）

6
月
1
日（
火
）

7
月
1
日（
木
）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、
会
員
の
皆
様

に
は
い
つ
も
と
違
っ
た
様
式
の
お
正
月
を

迎
え
ら
れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　
今
回
の
会
報
は
カ
ラ
ー
版
で
お
届
け
い

た
し
ま
す
。表
紙
は
毎
年
１
月
に
家
内
安

全
・
無
病
息
災
を
込
め
て
行
わ
れ
る
「
林

昌
寺
」
の
紫
燈
大
護
摩
供
の
火
渡
り
行
事

で
す
。少
し
で
も
元
気
を
お
届
け
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
会
報
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、同
好

会
だ
よ
り
、会
員
の
方
の
豊
か
な
日
常
、力

作
の
油
絵
、
丑
年
生
ま
れ
の
皆
様
の
抱
負

等
、
沢
山
の
投
稿
の
お
か
げ
で
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
、
明
る
く
、

楽
し
い
紙
面
作
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
使
用
許
可

が
出
さ
れ
ま
し
た
。日
本
へ
の
供
給
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
安
心
が
訪

れ
る
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
部
　
山
本

編 
集 
後 
記

「
灯
台
と
ヨ
ッ
ト
」

油絵　砂川班　貫戸　順子　作

　泉南市市制施行50周年を記念し、
泉南市長より感謝状をいただきました
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配分金等の確定申告について
会員の皆さんに支払われるシルバー人材センターの報酬（配分金等）は
所得税法上では雑所得として取り扱われ、次に該当するような場合には
確定申告の必要がありますので、確定申告が必要な会員の方々は申告く
ださいますようお願いします。

〈配分金等の収入だけの場合〉
　   年間配分金等の合計が103万円を超える場合
〈配分金等の収入の他に年金収入がある場合〉
　   （年間配分金額－必要な経費等の控除額55万円）＋（公的年金額－公的年金等の控除額A）＞
　   （基礎控除額48万円※①＋扶養控除額B）（※①所得者の合計所得金額が2,400万円以下の場合）
      ※注意　就業の際に必要な交通費等は、必要経費等の控除に含まれるものとして取り扱われます。

（A）公的年金収入（国民年金・厚生年金・共済年金等）　受給者の控除額※②
表１  65歳未満の人（昭和31年1月2日以後生まれ）

公的年金等の収入金額
130万円以下
130万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

60万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額
表２　65歳以上の人（昭和31年1月1日以前生まれ）

公的年金等の収入金額
330万円以下
330万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

110万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額

（注） 平成23年分から、その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であるものが、その年分の公的年金等に係る
　　　 雑所得I以外の所得金額が20万円以下であるものは、確定申告の提出を要しません。ただし、住民税の申告は必要です。

（B）控除対象配偶者及び扶養親族の数に応じた控除額
　　扶養控除額＝被扶養者１人あたりの控除額（表3）を扶養人数に乗じた金額

表３　所得控除の態様別適用一覧　
区         分 控除額 内　　　 容

控
除
対
象

配
偶
者

扶
　養
　親
　族

本  

人

通
常

障
害
者

一般
70歳未満

通常
障害者　※④ 
通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

38万円
65
48
75
38
65
63
90
48
58
75

85

48
75

配偶者控除（38）※③

配偶者控除（38）※③ ＋障害者控除（27）
老人配偶者控除（48）※③

老人配偶者控除（48）※③＋障害者控除（27）
扶養控除（38）
扶養控除（38）＋障害者控除（27）
特定扶養控除（63）
特定扶養控除（63）＋障害者控除（27）
老人扶養控除（48）
老人扶養控除（48）＋老親同居（10）
老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）

基礎控除（48）
基礎控除（48）＋障害者控除（27）

一般　16～18歳
23～69歳

特定
19～22歳

老人
70歳以上

老人
70歳以上

一般
通常
障害者　※④

一般
同居
一般

同居
※④

老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）
  ＋老親同居（10）

※③所得者の合計所得金額が900万円以下の場合
※④特別障害者の場合には障害者控除が特別障害者控除額40万円、同居の場合は75万円になります。
 〈配分金等の収入と年金収入以外に収入がある場合など、詳細については所轄税務署にご相談ください。〉

※②公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が1,000万円以下の場合
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内
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稿
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稿
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四
〇
〇
字
詰
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。

①
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②
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柳
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③
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稿
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切
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日
　
2
0
2
1
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日

又
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シ
ル
バ
ー
せ
ん
な
ん
」に
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む
声
を
事
務
所

ま
で
お
寄
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下
さ
い
ま
す
よ
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お
願
い
し
ま
す
。
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取
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。

会
員
の
原
稿
募
集

配
分
金
支
払
日

お
知
ら
せ

12
　月
　分

1
　月
　分

2
　月
　分

3
　月
　分

4
　月
　分

5
　月
　分

2
月
1
日（
月
）

3
月
1
日（
月
）
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）
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